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入居者の皆様は、戦中戦後の困難な時代を懸命に生き抜き、今の私達の生活の基を築いて下さった方々です。高齢になり、認
知症になられても私達の敬愛する心は変わりません。私達は入居者様の人生の最終章が、より穏やかで豊かなものになるよう
支援致します。材料を吟味した美味しい食事は、職員も共に食卓を囲みます。毎日の体操やレクリエーション、ボランティアの催し
などには寝たきりに近い方でも体調を見て参加して頂き、職員も共に歌い、笑う事で楽しい刺激を感じて頂きます。年間の、運動
会、敬老会、音楽会、クリスマス会などは、ご家族様の楽しみでもあり、入居者様より多いご家族様の参加を得て、職員も総出で
盛り上がり、共に楽しみます。お誕生日には、ちらし寿司、お造り、手作りのバースデイケーキ等を用意し、時にはご家族様も一
緒にお祝い膳を囲み、ケーキのデコレーションをされます。私共は入居者様、ご家族様、職員、全員でひとつのグループホームと
考えています。また医療連携には特に力を入れており、医師の２４時間の支援を得て、一人一人の健康管理を徹底しておりま
す。

【第三者評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
①入居者中心の日常生活・・入居者の意志・人格を尊重し、安心感のある家庭的な日常が体現できるよう、全職員がその達成に
向け協力しながら取組んでいる。②日常を豊かにする仕掛け(工夫）・・全食手作りの「食事」を提供し「生」への欲求を大切にして
いる。家族と一緒に実施する行事（運動会、敬老会、クリスマス会等）や入居者が選択できる様々なボランティアによるプログラム
（音楽を楽しむ会、大正琴、コーラス、音楽療法、ハワイアンダンス、人形劇、銭太鼓、新舞踊等）、開設記念行事（ヴァイオリン・
チェロコンサート等）、季節行事（正月祝い、お節料理、花見、夏祭り、年越しそば等）、近隣保育園児との交流等、多様な仕掛け
により入居者の暮らしが豊かな日常となるように支援している。③地域とともに・・ふれあいまちづくり協議会による「ふれあい喫
茶・介護予防喫茶」や「地域マップ作り」への参加、トーンチャイムを使ってのクリスマス会、市民後見人養成のための実習受け入
れ、GH連絡会の会場提供等、地域に開かれた事業所となっている。④安心感のある医療連携・・医療機関が関係する法人であ
り、入居者の日常の健康管理・急変時への対応、専門医療機関との連携等、医療面での安心感がある。
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2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

兵庫県神戸市長田区萩乃町2-2-14

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

4. ほとんどできていない4. ほとんど掴んでいない

所在地

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

　（様式１）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る　　　　(参考項目：49)

1. ほぼ全ての利用者が

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）
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グループホーム　リーベストラウム

自己評価および第三者評価結果
自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念をつくり、
管理者と職員は、その理念を共有して実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、事業所
自体が地域の一員として日常的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理解や
支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取り
組み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見を
サービス向上に活かしている

5 （4） ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情やケ
アサービスの取り組みを積極的に伝えながら、協力関係を築く
ように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践

代表者および全ての職員が「介指定基準における禁止の対象
となる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含め
て身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 (6) ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法について学ぶ機会
を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされるこ
とがないよう注意を払い、防止に努めている

外部評価自
己

第
三

者 項　　目

「安心で家庭的な日常生活」「意志・人格を尊重
した尊厳のある暮らし」「地域に開かれたGH」の3
つを運営の柱に置き、全職員がその本旨を理解
（「馴れ合い」と「寄り添い」の違いを明確に）し、
協力しながらその達成に向け取組んでいる。

運営推進会議には、毎回民生委員やふれあいの町作り協議会
の委員長が出席。本多聞保育所所長も運営推進委員になって
下さっており、毎年の保育所園児さんの訪問、発表会や修了式
にもご招待頂く。本多聞文化祭にはリーベストラウムのブース
が設けられ入居者様や職員の作品を出品させて頂いている。
また、隣のコンビニも利用している。

近隣商店での買物、近隣保育園児との交流並び
に民生委員やふれあいのまちづくり協議会の委
員の協力の下、様々なプログラムに入居者が参
加している（ふれあい文化祭への作品出展等）。
また、様々なボランティアの協力も頂けており、
地域に根差した運営が実践されている。

今後も、地域密着型サービスの理解と浸透へ
の積極的な取り組みに期待をします。

ホームの玄関やスタッフルームに事業所の理念を掲示し、常に
意識づけをして共有している。理念には地域密着型サービスの
意義を盛り込んでいる。

ご入居相談でなくとも訪問や電話で、認知症の介護についての
相談にお応えしている。事例によっては地域包括支援センター
につないでいる。あんしんすこやかセンターの依頼で、介護家
族様に認知症対応グループホームの話をさせて頂いた。その
後、参加者より個別に相談が有り、満室であったため他ホーム
を紹介した。

運営推進会議では入居者様ご家族が議長となり、各委員から
の意見を聞く。２か月間の行事や取組について報告し、各階の
主任より入居者様の状況を報告する。職員の異動等も報告す
る。ふれまちでトーンチャイム購入の報告を受けてホームでお
借りして、演奏した。また、地域のマップ作りの為の町歩きへの
要請を受け、入居者様と職員で参加した。

会議では事業所からの一方通行での情報発信
ではなく、出席家族が議長を務め、安全面・衛生
面、地域との係わり、BPSDへの取組み、家族会
について等、多岐にわたるテーマについて意見
交換し、運営に活かしている。

運営推進会議には必ずあんしんすこやかセンターの職員に出
席して頂き、入居者様の状況を伝える。またホームでの取り組
みについての報告もする。地域の実情についても聞かせて頂
き、地域ケア会議や、認知症の家族会等の情報も得る。

区のGH連絡会（事業所を会議場所として提供）
に参加し、情報の共有・課題の検討等、事業所
が閉鎖的にならないように努めている。地域ケア
会議や「百歳いきいき体操」等で、地域包括支援
センターとも連携している。

毎年身体拘束禁止のための研修を行い、行政にも届けている。
車椅子のベルト、ベッドの四点柵、等の目に見えるものは勿
論、「動かないで」「じっとしていて」等の言葉による拘束にも注
意をしている。【身体拘束に関する説明書・経過観察記録】、三
原則等についても毎年あらためて確認している。

事業所内研修を通じ、職員は、「身体的拘束等
の弊害」については十分理解している。入居者
の動きに対して、「・・・しながら」の対応でなく、ご
本人に向き合っての「寄り添い」に留意し、「言葉
がけ」の方法とタイミングについても全職員で検
証して支援に活かしている。

毎年虐待防止の研修を行い、行政にも届けている。虐待に至る
事がないよう、風通し良く、意見の言える職場環境を心掛けて
いる。職員の個人面接や自己評価をする。普段から体調、スト
レス、悩み等を聞き取り、穏やかな気持ちで入居者様に接する
事が出来るように配慮している。

入居者の望む日々となるよう「不適切なケア」の
レベルから全職員で検証し、その払拭に取組ん
でいる。また、職員のメンタルヘルスについても
配慮し、「孤立化」『バーンアウト」が生じないよう
にコミュニケーションを大切にしている。

1/8 一般社団法人　ライフデザイン研究所



グループホーム　リーベストラウム
自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

第
三

者 項　　目

8 (7) ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度に
ついて学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している

9 （8） ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者や家族等の
不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図って
いる

10 （9） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならびに外部
者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させている

11 （10） ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く機
会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把
握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を把
握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながらト
レーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を作り、
ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みをしている

現在、後見制度を利用している方が２名おられ、それ以外にも
相談されることが有る。入居者様の保佐人である弁護士さん
に、被保佐人様のケアプランを説明させて頂き、今後弁護士さ
んとホームとでどのように支援していくか話し合っている。毎年、
市民後見人の為の実習生を数人ずつ受け入れている。

現在、2名の方が権利擁護に関する制度を活用
しておられる。職員は、制度活用が認知症高齢
者への有用な施策であることを理解しており、状
況に応じて相談・対応している。また、毎年、市
民後見人の実習生を受け入れている。

重要事項説明書で十分に説明をし、終末期の支援等について
も、出来る事出来ない事をお話してご理解を頂いてから契約を
交わす。ご家族が何に対して不安を持っているかを出来るだけ
聞き出し、解決、納得して頂く。不安な様子が見えたら、いった
ん持ち帰って検討もして頂く。改訂などは運営推進会議、家族
会で検討、承認をして頂いている。

契約前に事業所見学、体験（プログラムに参加も
有）、質疑応答、入居予定者のアセスメントにより
疑問点・不安感がない状態にして契約を締結し
ている。契約時には、丁寧に契約関係書類を説
明し理解を頂いている（重度化・終末期への対応
方針も説明）。

契約時や入所後に良く受ける質問等の項目を
集め、「Ｑ＆A集」等も作成してみては如何で
しょう。

運営推進会議や家族会で出たご意見は早急に生かすようにし
ている。それ以外にも、ほとんどのご家族様が頻繁に訪問して
下さるので、個別にその都度お話をしている。ご家族様の表情
や言葉からも何か心配事は無いか等声掛けして出来るだけ安
心して頂くよう配慮している。

運営推進会議、家族会（年2回）、行事参加時、
来訪時、電話、意見箱等、様々な機会を設けて
意見・要望を聴き取っている。頂いた意見等は直
ちに共有・検討し、必ずフィードバックしている。

毎月のミーティングで意見を聞く以外にも、個別に話し合う機会
を多く持つようにしている。提案は出来るだけ受け入れて、職員
間でカンファレンスし、先ずやってみる、検討して修正する方向
で反映させている。

月例での職員会議の場で意見を伝える機会を設
けている。また、上席者との個別面談（レビュー）
により提案を聴き取ることもある。具申された意
見等は、実行・検証しながら、より有用性の高い
ものとなるように努めている。

毎日の職員体制をゆとりあるものにするため、早朝に助けてく
れる職員、調理を優先的にする職員などを３対１の人員以上に
配置している。職員の意見を聞いて設備面や機器を充実させる
ことや、親睦会、慰安旅行などで親睦を図る事もしている。ま
た、給与に関しても、定期的に昇給している。

外部研修の費用の補助、介護福祉士や介護支援専門員の受
験講座の費用負担、受験日の勤務扱いなどの応援をしている。
施設内でも研修を行い、外部で学んだことを全員に伝える持ち
帰り研修をする。ケアの力量の向上についても、新入職員には
その人の経験に合わせて８日から１２日かけて１対１の研修を
してから、仕事について貰う。

垂水区グループホーム連絡会の、リーダー会、管理者会に出
席し、開催場所も提供している。他施設での研修に参加したり、
意見交換、施設見学をし、自施設の取り組みを客観的に見る事
を心掛けており、他施設の良い所は取り入れる努力をする。
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グループホーム　リーベストラウム
自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

第
三

者 項　　目

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っていること、不安なこ
と、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保するための
関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っていること、不安な
こと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その時」まず必
要としている支援を見極め、他のサービス利用も含めた対応
に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮らしを共
にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、本人と家族
の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関係を築いてい
る

20 （11） ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係が
途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用者
同士が関わり合い、支え合えるような支援に努めている

認知症を発症したことで、それまでのような生活が困難になった
方に、言葉にできなくとも会話や行動から思いを読み取り、歩み
寄り関わる事で、共に暮らすことを受け入れて頂き、出来るだけ
不自由の無いように努めている。

ご家族様の不安や要望、ホームに入れる事への後ろめたさ等
を話して頂き、安心して頂けるよう具体的な提案もする。出来る
だけ話しやすい環境を作り、ご家族様が気楽にホームに来て頂
けるような雰囲気を心掛ける。また今後ご本人様とご家族様の
関係が良くなるように配慮をする事をお伝えする。

見学、入居の相談時にしっかり聞き取りをし、その情報を基に
本人様に何が出来るかを検討する。現状維持の方が本人様に
とって良いと思われる時は、将来的に必要になった時に又ご相
談頂くようにお話しする。現状で必要なサービスを受けられるよ
う他の施設等を紹介をすることも有る。

本人様の出来る事や、得意な事を見つけ、役割を持って頂く。
過剰な介護をしない様、一緒に作業することによって、共同生
活をする者の連帯感を持って頂くようにする。（一緒に洗濯物を
干す、畳む事をして頂く。出来る方には、食事の後、下膳して頂
くなど。）

ホームにはほぼ毎日どなたかのご家族様が訪ねて来られ、居
室でゆっくりして頂く事も有るが、ほとんどの方はリビングで共
に過ごされる。他の入居者様にも話しかけたり、ご家族様同士
で仲良くなられたりして、全体が家族のような雰囲気になってい
る。年間の行事以外にも毎週のボランティアさんによる催しや
音楽療法などにも一緒に参加されて楽しまれている。

特別な事情が無い限り来訪者はすべて気持ちよく受け入れる
ようにしている。一緒に食事、墓参、買い物などに出かけられた
り、前もってご連絡を頂ければ、共にホームでの食事を楽しんで
頂く。１人ずつのお誕生日にも共にお祝いの食事をして頂いた
り、、手作りのバースデイケーキもご用意している。

家族との外出（買い物、食事、法要等）、入居前
の自宅で過ごす、友人・知人の訪問、事業所で
家族と一緒の食事をする等、今迄の生活感がで
きるだけ長く継続するように支援している。

食事の席や催し物の席などは、仲の良い方を近くにしたり、関
係の難しい方には配慮したりしている。交流が難しい場合は職
員が付き添いながらも孤立しないように配慮する。仲が良さそう
でも内に不満やストレスがたまる事は有るので、時には席替え
を考えたり、グループを組み替えてみたり試みる。
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グループホーム　リーベストラウム
自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

第
三

者 項　　目

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を大切
にしながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォローし、相談
や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （12） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めてい
る。困難な場合は、本人本位に検討している

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これまで
のサービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現状
の把握に努めている

26 （13） ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方について、本
人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見やアイ
ディアを反映し、現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録に
記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の見直
しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応して、
既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサービスの多機
能化に取り組んでいる

他施設に移られたり入院された場合は出来るだけ情報提供を
し、ご本人様がスムーズに生活が継続出来るようにしている。
逝去時は出来る限り弔問し残されたご家族様のケアに努めて
いる。現在も、退去された入居者家族様が、音楽を楽しむ会を
開催して下さっている。また、クリスマスには手作りキルトのタ
ペストリーを持って来て下さったりもして下さっている。

上手く自分の思いが伝えられない方にも、急がずじっくりと向き
合って傾聴し、ある時は言葉を補いながら、有る時は「こんなこ
とをしてみませんか？」というように案を提供して、その人の想
いを引き出すように努めている。

入居者個々人との日々の係わり（一対一の会
話、言動、仕草・表情等より）の中から、ご本人の
望む日常が体現できるよう、その思い・意向を汲
み取っている。キャッチした情報は、申送り・連絡
ノート等により共有している。

　入居時に提供された情報に加えて、その方とコミュニケーショ
ンをとる中で得た情報を、職員間で共有出来るよう努めている。
またご家族様の来訪時には馴染の暮らし方などを聞かせて頂く
が、子供さんは案外昔の事は知らない事も多いので、ご兄弟姉
妹から聞く方が育ち方や生活環境がよく分かる事も有る。

日々の記録に力を入れ、普段通りでない行動や言動などの異
変を見逃さないよう注意を払っている。体操など毎日行う事も集
中度や表情がその時々で違うのでよく観察する。　丁寧な観察
で早期に身体の異常を発見し、危機を回避している。

アセスメント、ケアプラン、カンファレンス、モニタリング等、多く
の職員から情報収集し、ご本人、ご家族様の意向やご希望を出
来るだけ反映したケアプランを作成する。ケアプランを作成した
ら必ず職員全員が目を通す。意見を聞いて、手直しする事も有
る。

入居者の意向や家族の要望等に、医療従事者・
居室担当者の意見を踏まえ、ご本人の「今」に
マッチした有用性の高い介護計画を作成してい
る。毎月のケアカンファレンス・モニタリングによ
り見直し等に繋げている。

入居者様１人ずつに担当者を決めて、担当者が中心になり情
報の収集に当たる。何か気づきが有れば、ミーティング時のカ
ンファレンス以外にも担当者やリーダーを中心にショートカン
ファレンスをして実践に生かしている。

緊急の受診や、入退院時ご家族様が間に合わない時には職員
か会社代表が付き添う。入院中には自発的にそれぞれお見舞
いに行き、近況把握と、ご本人の気持ちの安定をはかる。音楽
療法やボランティアの催しでは、職員が楽器演奏に参加したり、
共に歌ったりして楽しい時間を共有している。
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グループホーム　リーベストラウム
自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

第
三

者 項　　目

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人が心
身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむことができ
るよう支援している

30 （14） ○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られた
かかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を受
けられるように支援している

31 ○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づきを、職
場内の看護職や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利用
者が適切な受診や看護を受けられるように支援している

32 （15） ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、又、できるだ
け早期に退院できるように、病院関係者との情報交換や相談
に努めている。あるいは、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 （16） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から本
人・家族等と話し合いを行い、事業所でできることを十分に説
明しながら方針を共有し、地域の関係者と共にチームで支援
に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手
当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けてい
る

35 （17） ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避
難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域との協力体
制を築いている

近隣の保育園児が遊びに来て歌やお遊戯を披露してくれる。毎
週色々なボランティアさんが来て、共に楽しめるように、入居者
様にも参加して頂けるプログラムを考えてくれる。地域の文化
祭では毎年リーベストラウムの展示ブースが作られ、入居者
様、ご家族様、職員の作品を展示して頂き、見学に行って地域
の皆様とお茶の時間を過ごしている。

同じ建物内に提携医がおり、希望者は往診や外来受診を受け
ている。中央市民病院や認知症専門医、又これまでのかかりつ
け医を受診する方も有るので、その都度情報提供をしている。
眼科,歯科も希望者は往診を受けている。

協力医による往診（月2回）と急変時への対応
（24Hオンコール体制）により健康管理を行ってい
る。入居前からのかかりつけ医（専門医）への通
院は家族と協同している。口腔ケアを含め歯科
の訪問も受けている。

建物内の提携医院の看護師や、ホームの看護師には入居者
様の日常の様子を把握してもらい、常に相談、指導を受けてい
る。また近隣の調剤薬局の薬剤師も入居者様の病状を把握し、
アドバイスや薬のついての指導をしてくれる。

入院時には提携医からの情報提供、紹介状を持参する。ホー
ムからも必要事項を書いたシートを持参、必要に応じて介護サ
マリーも提出している。入院中は病院に面会に行き、状況の把
握と、ご本人、ご家族様の気持ちの安定をはかる。退院に向け
ては看護師長や相談員と連絡を取り、安心してホームでの生活
に戻れるよう支援する。

入院中は、入居者の不安感の軽減のために職
員が面会に行っている。医療機関とは早期退院
を含め連携し、情報は家族とも共有している。退
院時には、予後に不具合が生じず安心してホー
ムでの暮らしに戻れるよう情報を入手している。

入居時に「重度化した時の対応にかかわる指針」を説明、同意
をいただいている。終末期に近づくと、ご本人又はご家族様の
意向を伺い、ホームでの看取りを希望される場合は、出来る事
出来ない事を充分に説明し、又ご本人、ご家族様がどんな形で
最期を迎えたいかを話し合って、主治医、ご家族様、職員が共
に支援に取り組んでいく。

重度化・終末期の状況が生じた場合には、入居
者ご本人にとって望ましいケア・「生」となるよう関
係者（本人・家族、医療従事者、事業所等）で相
談・検討しながら取組んでいる。この一年では2
名の方を看取らせて頂いた。

職員の看取り支援の技術向上に活かさせて頂
けるよう、看取り支援内容をホーム内の職員間
で共有・検証・検討する仕組みの継続に期待を
しています。

建物内の医院が開院中はすぐに提携医、看護師に連絡する。
それ以外の時間帯でも提携医、管理者に電話連絡で指示を受
ける。救急搬送の場合、同乗し、また後から病院に駆けつけ
る。初期対応や応急手当のマニュアルは有る。市民救命士の
講習を受けた職員もいるが今後また訓練の機会を持ちたいと
考えている。

煙、炎感知器が作動すると消防署に自動的に連絡。各階に火
災通報専用電話機が設置され消防署に直接通報できる。通報
訓練もしている。地域の民生委員、町づくり協議会委員長も緊
急時の協力を約束してくれている。隣のコンビニは、日常より入
居者様、職員とは顔馴染みになっており、緊急時に協力をお願
いもできる。各部屋にスプリンクラーが設置されている。

定期（年2回）の通報・消防・避難訓練（日中帯・
夜間帯想定）を実施している（消防署の立会あ
り）。有事には、近隣の方々の協力も頂けるよう
になっており、非常食や飲料水等も備蓄してい
る。また、近隣の方々の避難場所ともなってい
る。
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グループホーム　リーベストラウム
自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

第
三

者 項　　目

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 (18) ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねない言
葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定でき
るように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとりの
ペースを大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希望に
そって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援してい
る

40 (19) ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を活か
しながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けをしてい
る

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保できる
よう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとりの口
腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

人生の先輩として尊敬し、人間としての誇りを傷つけないよう配
慮する。親しみを込めつつも失礼にならない言葉遣い、声掛け
をするように気をつけている。日々の生活の中でも、プライバ
シーに係わる事は口にしない。話の中で知った個人情報は口
外しない。

入居者個々人の現況及び自尊心・羞恥心・個人
情報に十分配慮しながら、今まで培ってこられた
事柄（技能、趣味、習慣等）が日々の暮らしの中
で、希望に応じて体現できるよう支援している。

会話や表情からご本人の思いや希望を引き出せるようしっかり
と対応する。入居者様が思いを表現された時は傾聴し、共に考
え、解決、自己決定出来るよう支援する。

職員の業務を優先するのではなく、一人ひとりの希望に沿った
暮らしをして頂くよう努力している。

入浴時や更衣時にはその方の好みの衣類を選んで頂く。季節
に合った衣類を着て頂くよう声掛けをする。ボタンが取れたり、
ほころび、汚れがないか常に注意して、清潔な装いをして頂き、
寝起きにリビングに出られる時は整容して出て頂く。必要に応じ
て、入居者様と職員と一緒に季節の洋服を買いに出かける。

野菜の皮むき、テーブル拭き等を各自が自分の役割として率先
してして下さる。動ける人が、足の不自由な方の分の下膳など
を自然にして下さり、食の進まない方には優しく勧めて下さる。
職員も同じ物を同じテーブルで一緒に頂いている。

全食手作りの「食」を提供している。下拵えや調
理、配膳・下膳、洗い物等、個々人が出来る部分
を職員と一緒に会話を楽しみながら行っていう。
「誕生日食」「行事食」「外食レク」「手作りおや
つ」も楽しみごととなっている。

摂取量や食べる時の状態を観察し、体調を把握する。１人ひと
りの食べやすさを考え、大きさ、柔らかさ、等を変えており、ミキ
サー食の方にも食品を混ぜないでひと品ずつ綺麗な彩りになる
よう工夫して提供している。その方に合わせて、容器も中が見
やすい物や持ちやすい形の物を工夫して使っていただく。

毎食後、口腔ケアを行い、ご自分で出来る事はして頂き、出来
ない事をお手伝いする。毎週歯科衛生士によるケア、隔週の歯
科医往診で、口腔内は綺麗に保たれていると言って頂いてい
る。週に１度は歯ブラシ、コップの消毒をしている。
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グループホーム　リーベストラウム
自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

第
三

者 項　　目

43 (20) ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排泄
のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の自立に
むけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動へ
の働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる

45 (21) ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめるよう
に、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、個々に
そった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息した
り、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量に
ついて理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努め
ている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとりの生
活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の
支援をしている

49 (22) ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられるよう
支援に努めている。又、普段は行けないような場所でも、本人
の希望を把握し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

排泄が自立の方であっても、年齢や認知症の進行により、汚染
が増えてくるので、自尊心を傷つけぬように配慮しつつ、清潔の
保持に注意する。尿意便意が無くても、記録表によって排泄パ
ターンを把握し、出来るだけタイミングよくトイレでの排泄を促
す。食べ物、飲み物にも注意してなるべく自然排泄を促すように
している。

入居者個々人の現況及び排泄パターンとそのサ
イン（仕草・表情等）を把握し、ご本人の「今」に
マッチした方法（2人介助あり）でトイレ排泄が行
えるように支援している（夜間帯も含め）。

日常的に水分量を把握し、牛乳やヨーグルトを提供している。
運動や腹部のマッサージなども試みる。情報を共有し、時には
緩下剤や浣腸も試みる。

自立しておられる方でも、物忘れの為、何度もシャンプーしたり
身体を洗ったりされるので、適宜声掛けをする。２人介助になっ
ても出来るだけ入浴を楽しんで頂けるよう、男性職員の力を借
りて安全に注意してシャワー浴などをしている。

週2～3回の入浴を基本に、ゆったりゆっくりとし
た入浴時間となるよう努めている。職員との会話
を楽しまれる方等、その方にあった方法（2人介
助あり）で支援している。また、季節湯（菖蒲湯、
柚子湯等）も実施している。

それぞれの体力を考慮して居室で休んで頂く。お昼寝の習慣の
ある方には午睡も自由にして頂く。寝具は清潔にし、汚染時は
すぐに交換、洗濯する。またパジャマや寝具も季節や体調、好
みに応じて細かく調整している。

職員は入居者様それぞれの薬の内容を把握し、間違いなく服
用して頂く。服薬後の状態を観察し、変化が有れば主治医に相
談する。毎日の薬セット後と与薬時には職員２人で読み上げ確
認し、服薬後の薬袋も３日間保管して注意している。

自立歩行の方も車椅子の方も、何か役割が有れば積極的にな
り笑顔も出る。洗濯物干し、洗濯物たたみ、トレー拭き、パンチ
シール貼り、ノートの線引きなど完成度はまちまちでも達成感
持って頂くことが大切と思っている。職員とのレクリエーションや
ボランティアの催しも、共に楽しんで頂くように支援している。近
隣のお店へ買い物に行く。

天気の良い日には出来るだけ毎日外の空気に触れ、状態に
よっては庭の花を見るだけでも気分転換になると思う。春には、
花の状態と天気を見計らってお花見に行き、初夏には杜若を観
賞するなど、季節の変化を感じて頂く。普段行けない所へは、
家族会等にはかり、食事に出かけたり、遠出をする計画をたて
る。ご家族での墓参や食事にも積極的に出かけて頂く。

日々の散歩や買い物、庭の草花への水遣り等、
外気に触れる機会を意図的・計画的に設けてい
る。季節の花見（桜、カキツバタ等）や希望者に
よる少人数での外出等、適度な刺激となる非日
常も演出している。

入居者のADLの低下や個々人の想いも違い、
個別対応にも工夫と労力が求められることと察
します。今後も今迄同様に「利用者の思いに
沿った支援」の継続に期待をします。
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グループホーム　リーベストラウム
自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

第
三

者 項　　目

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、一人
ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるように支
援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取り
ができるように支援をしている

52 (23) ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイレ等）
が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激（音、光、
色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活感や季節感を採
り入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同士で
思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

54 (24) ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しながら、使
い慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心地よく過
ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」「わかること」を活かし
て、安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫して
いる

お金を持ちたい方はご自分で持っておられるが、ご本人の管理
能力や物盗られ妄想には注意が必要であり、他の方をトラブル
に巻き込まない様配慮する。それでも、お金を持っていないと不
安な方には近隣へのお買い物やカットの支払いなど職員が付
き添って支援している。

携帯電話を持っている方も有るが、依頼されたら代わりに電話
を掛けたり、取り次いだりしている。殆どのご家族様が頻繁に訪
問されるので、あまり電話を掛ける事はない。

玄関前のスペースには皆で花を植え、水遣りをする。共用空間
には入居者様や職員が作った季節の壁飾りや花を飾ってい
る。また、催し事の後には、写真を掲示して楽しんで頂いてい
る。温度や湿度に気をつけ、毎朝の換気にも注意している。手
摺やドアノブなどは毎日消毒を徹底している。

玄関口の季節を感じる草花、適度な採光が注ぐ
フロアには、笑顔いっぱいの行事写真や季節飾
りが貼付されている。室温・湿度、衛生面にも留
意された環境となっている。

各居室のドアは目印にもなるように色分けし、手作りの表札を
掲げている。必要な場所には手摺を付け、ご自分で立ち上がり
が出来るようにしている。廊下や居室が広いので、車椅子も自
走が出来る方は上手に動かしている。

１日の大半をリビングで過ごす方が多いので、好きな場所で過
ごして頂いている。気の合う人の傍に行かれて会話を楽しまれ
る方や、ゆっくりとソファーで寛いでいる方もおられる。また、リ
ビングでのお昼寝を好まれる方には、ソファーで眠って頂いて、
職員が見守りをしている。

使い慣れた机やタンスを持ち込み、ご自分の部屋らしいたたず
まいになっている。写真やご自身の制作物、ご家族様が飾られ
た花などで心が落ち着く場所になっている。ご自分で丁寧に衣
類をたたんでタンスに片付けるのも、気持ちが落ち着く時間の
ようだ。

個々人が使い慣れた馴染みの大切な物（テレ
ビ、箪笥、家族写真、仏壇、生け花等）を配置し、
居心地の良い居室となるよう支援している。居室
には洗面台が設置され衛生的であり、ADLの変
化へも設えを工夫する等、配慮をしている。
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